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日付 令和 6 年 8 月 29 日（木） 

担当課 農政課 

電話番号 0742-34-5142 

                                      

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「経営改善」「販路拡大」２つのコースで地域を支える農業者を育成 

「なら農業マネジメントアカデミー」９月始動！ 

本市では、農業者数や経営耕地面積が年々減少し、農村地域の衰退が危惧されていま

す。地域の食生活を支える産地を次代に守り継いでいくためには、担い手の確保ととも

に、所得向上や営農環境の改善による地域農業の振興が必要です。 

そこで、農業者向けセミナー「なら農業マネジメントアカデミー」を開講、２つのコ

ース（経営改善・販路拡大）を設け、実践を重視した少人数制講座を実施します。 

経営理論や具体的な知識、ノウハウ習得により、生産、販売、労働時間等、さまざま

な側面で課題を抱えながらも独力では打開策を見いだせず、改善が困難となっている農

業者個々の経営力の底上げを図り、売上を確保しながら地域農業の中核を担ってもらう

ことで、本市農業の活性化に繋げます。 

トピックス 

◆ 実践重視の少人数制講座「なら農業マネジメントアカデミー」を９月に開講し、市

内農業者の経営力向上を支援。 

◆ 経営を２つのコースに分けて、農業経営者支援に実績ある講師群がサポート。 

○経営改善コース…農業経営効率化に必要な知識と手法を学ぶ 

○販路拡大コース…販路拡大へのノウハウを学び売上アップを目指す 

◆ プログラム監修とメイン講師は、農業経営改善に実績のある佐川友彦氏（ファーム

サイド株式会社 代表取締役） 

報道資料 

Press release 
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１．事業実施の背景                                                       

■ 奈良市農業の全体像 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

奈良市では農業経営体※１数が年々減少しており、2020 年は、2005 年に比べて約

1,000 経営体減の 1,461 経営体となりました。これに伴い経営耕地面積も、2020 年

は 2005 年から 42,911a 減の 168,937a となっています。 

【出典】農林水産省「農林業センサス」2020 

➢ 農業経営体数の推移 ➢ 経営耕地面積の推移 

➢ 農業経営者の年齢構成 

奈良市の農業経営者は年々高齢化しています。中でも 65 歳以上の比率を見ると、

2005 年は 43.9％だったのに対し、2020 年では 66.2％まで上昇しています。 

【出典】農林水産省「農林業センサス」2020 
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※１ 農業経営体 

  農産物の生産を行うか又は委託を受けて農作業を行い、生産又は作業に係る面積・頭羽数等が、次の規定のいずれかに該当   

する事業を行う者 

(1) 経営耕地面積が 30ａ以上の規模の農業 (2) 農作物の作付面積又は栽培面積等の事業の規模が一定の基準以上の農業（露

地野菜作付面積 15ａ、施設野菜栽培面積 350 ㎡等） (3) 農作業の受託の事業 

※２ 販売農家 

  経営耕地面積が 30a 以上又は１年間における農産物販売金額が 50 万円以上の農家 

※３ 自給的農家 

  経営耕地面積が 30a 未満かつ１年間における農産物販売金額が 50 万円未満の農家 

➢ 農業経営体の法人化率 

奈良市の農業経営体の法人化率は

年々上昇しているものの、全国と比べ

ても低水準で推移しており、2020 年は

1.6％に止まっています。本市の農業

は、ほぼ個人経営により支えられてい

ることが分かります。 

【出典】農林水産省「農林業センサス」2020 

➢ 農産物販売金額帯別の農家数の割合（2020 年） 

【出典】農林水産省「農林業センサス」2020 

販売金額で見ると、販売農家※２における販売金額は、奈良市は 50 万円未満が

32.3％と最多である一方、全国では 100 万～1,000 万円が最多であることから、本

市の農業が小規模経営であることが伺えます。なお、奈良市の自給的農家※３の割合

は 46.1％であり、農家のうち約半数は積極的な販売活動を行っていません。 

 

 

（円） 
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■ 活躍する奈良市の若手農業者 

高齢かつ小規模経営の農業者が大多数を占める奈良市においても、一定の売り上げを

確保し、次世代の地域農業の担い手として期待される方がいます。 

彼らは、従来型の家族経営による「経験や勘に頼る生産中心の農業」とは一線を画し、

独自販路の確保、法人化、近隣住民の雇用、生産拡大など、＋αの活動に取り組むこと

で、自らの農業経営の向上を通じ地域活性化にも貢献しています。 

 

➢ 認定農業者の年間労働時間 

奈良市の認定農業者への

聞き取りによると、年間労働

時間が 2,000時間を超える者

が９割を超えています。

2,000 時間は他産業の一般的

な労働時間の基準ですが、中

にはその３倍となる 6,000時

間を超える農業者も１割程

度存在し、農業がいかに重労

働であるかが伺えます。 

 

ポイント 

◆ 農業者の 66%を 65 歳以上が占め高齢化が進む一方、新たに参入する者が少なく、

農業は衰退の一途 

◆ 法人による農業経営はほとんど見られず、積極的に販売活動をしていない、また

は販売金額が 50 万円に満たない小規模経営の農業者が８割を占める 

◆ 農業者の年間労働時間は、他産業の一般的な労働時間である 2,000 時間を大幅に

超えている者が大半 

（n=89） 
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■ 育成する農業者像 

上記の現状を踏まえ、なら農業マネジメントアカデミーでは、次のような農業者の育

成を目指します。 

✓経営の効率化による労働環境の改善、経営課題の解決を図る農業者 

✓販路拡大をはじめとする生産＋αの活動により、「稼ぐ農業」への転換を図る農業者 

✓次世代の担い手として地域をけん引する農業者 

 

２．事業全体イメージ                                                 

 
 

３．プログラム監修・メイン講師                                       

なら農業マネジメントアカデミーのプログラム監修及びメイン講師には、令和５年度

「なら農業応援塾」（奈良市産農産物販路拡大事業）において講師を務めた、ファームサ

イド株式会社代表取締役の佐川友彦氏を起用します。 

 

■ファームサイド株式会社 代表取締役 佐川友彦 氏 

東京大学農学部、同修士卒。外資系企業を経て 2014 年より

阿部梨園（栃木県宇都宮市）に参画。阿部代表の右腕業を務め、

大小 500 件の業務改善を実施し、小規模ながらスマート経営を

実現。現在はファームサイド株式会社を起業し、講演活動や経

営支援で各地を回り、農業者の経営改善運動を全国へ展開中。

著書『東大卒、農家の右腕になる。小さな経営改善ノウハウ 100』

（ダイヤモンド社） 
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４．経営改善コース                                                   

■コース概要 

経営改善コースでは、まず視察を通じ、受講者の目標とすべき農業者像の設定を行っ

た上で、農業経営を見直すための人的・時間的余地を捻出するための具体的な課題解決

の手法について、座学、ワーク等により農業者に伝授するほか、受講生とメイン講師に

よる SNS グループを設け、伴走支援も行います。 

各回の受講後に、受講者が学んだ手法を自農園において反映させる実践型の講座を展

開。最終回では実践した経営改善の取り組みを受講者ごとに発表します。受講中の段階

から実践に取り掛かり、改善習慣を身に付けていくことで、講座終了後においても独力

で経営改善に取り組める能力を養います。 

 

■内容 

・日程、テーマ等 

・場  所  奈良市役所 ほか 

・対  象  市内に農場があり、農業で生計を立てている 65 歳未満の農林畜産業者 

（家族・従業員の参加も可） 

・定  員  10 人程度 

   ※受講者は委託事業者との協議により決定します。 

・参 加 費  無料 

・申し込み  奈良市ホームページから申し込み 

※詳細はしみんだより 10 月号、奈良市ホームページに掲載します。 

 

 

 

回 日程（時間未定） テーマ（予定） 形態 講師 

１ 
10 月下旬～11 月中旬

のうち１日 

お手本となる農業者へ

の視察 

現地

開催 
 

２ 11 月 20 日（水） 経営改善の進め方 

対面

開催 

ファームサイド㈱ 

佐川友彦氏 

３ 12 月 16 日（月） 経営課題抽出・経営診断 

４ 1 月 20 日（月） 雇用・組織の改善 

５ 2 月 21 日（金） 
受講生による改善実践

発表会 

ファームサイド㈱ 

佐川友彦氏 ほか 
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５．販路拡大コース                                                   

■コース概要 

令和４、５年度に実施した、市内農業者の販路拡大を支援する「なら農業応援塾」を

リニューアル。今年度は、農業界に関わる各種販路の知識を深め、販路拡大計画・戦略

を立案し、BtoB（事業者向け取引）と BtoC（消費者向け取引）に分けて経営のスキルア

ップを図ります。農業者が自ら「こんな農業をしていきたい」というイメージを再確認

しながら講師とともにアクションプランを作成し、分野に分けて実践方法を知ることで、

講座で得た学びを着実に行動へ繋げられる内容としています。 

少人数制で実施するため、講師から専門的な視点によるフィードバックを得られるほ

か、メイン講師も参加する SNS グループでの伴走支援により、講座中のみならず講座終

了後においても、販路拡大への実践を後押しします。 

 

■内容 

 ・日程、テーマ等 

回 日程 テーマ 形態 講師 

1 
9 月 26 日（木） 

15～18 時 

マーケティング・ブラン

ディングの基礎 

web

開催 

ファームサイド(株) 

佐川友彦氏 
2 

①11 月 7 日（木） 

15～18 時 

②11 月 8 日（金） 

9～12 時 

販売戦略と営業戦略の立

案／目標設定 

対面

開催 
3 

11 月 19 日（火） 

15～18 時 

BtoC（消費者向け取引）

スキルアップ 

わくわくお米本舗 

亀田泰志氏 

4 
11 月 29 日（金） 

15～18 時 

BtoB（事業者向け取引）

スキルアップ 

資源賛美プロジェク

ト 本山喜之氏 

※受講パターンはカスタマイズ可能。ただし、２回目の受講は必須（①②のどちらか

一日） 

・場  所  奈良市役所 

 ・対  象  市内に農場がある農林畜産業者 

（家族・従業員の参加も可） 

 ・定  員  各回 10 人（初回のみ 20 人） 

        ※受講者は委託事業者との協議により決定します。 

 ・参 加 費  無料 

 ・申し込み  奈良市ホームページで申し込み（現在募集中。9 月 16 日締切） 

▼申し込み URL 
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■令和 5 年度「なら農業応援塾」受講者の声、実施の様子 

「講師の方々のお話がとても分かりやすく具体的で興味をひかれた。近い将来自分自身

が行動しているであろう様々なシーンが想像できた。」 

「販路拡大に取り組むにあたって気になっていたポイントを各回テーマの中で解説し

てもらえた。」 

「グループワークの中で共有できた情報が有益だった。新しいことを始める動機付けに

もなった。」 

 

 

 


